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文化財は郷土のたから

厚
樫
山
二
重
堀
な
ど

に
標
識
や
道
し
る
べ

わ
が
町

の
「

史
跡

を
訪

ね
る

グ
ル
ー
プ
」

た

ち
は
、

一
年
間

に
わ
た
る
実
地

踏
査
し
た
が
、

こ

れ
か
ら
の
文

化

財
を
顕

彰
し

、
町
民
の
保
護

思
想
を
高
め
る

た
め
に
標
識
を

建
て

よ
ペ
ノ
と
、

こ

の
ほ
ど
写
莫

の
よ
う
な
標
柱

が
で
き
あ
が
り

近
く
み
ん
な
の
手
で
建
て
る
こ
と

に
な
っ
た
。
町
内
に
は
国

指
定
の

「
石
母
田
供
養
石
塔
」

を
は
じ
め

数
多
く
の
史
跡
、
名
勝
、天

然
記
念

物

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
わ
れ
ら
の

祖
先
が
の
こ
し
て
く
れ
た
貴
重
な

宝
で
、
こ
れ
を
保
護
顕
彰
し
、
こ

れ
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
は
わ
れ

ら
の

大
切
な
つ
と
め
で
あ
る
と
の

趣
旨

か
ら

、
さ
し
あ
た
り
こ
れ
ま

で
に
踏
査
の
終
っ
・
た
ぶ
ん
か
ら
始

め
、
今
後
も
続
け
て
行
こ
う

と
ゆ

う
の
で
あ
る
。

主
な

る
も
の

成
宗
の
冨

、
番
所
跡
、
旧
小
坂

峠
鳥
取
越
え
、
深
山
神
社
の
大

か
や
と
大
ふ
じ
、
観
月
台
の
古

杉

、
山
崎

城
跡
、
藤
田
城
跡
。

硯

石
　

石
母
田

城
跡
、
石
母
田

供
擽
石

塔
、
義

経
の
腰
掛
松
、

厚
樫

山
二
重
堀
、
四
ッ
穴
、
光

明

寺
毆

の
墓
、
塚
野
目
城
跡
、

錦
木
塚

、八
幡

塚
、旧
観
音
寺
跡

あ
な
た

の

ご
い
け
ん
を
ど
う

ぞ

成
人
者
の
作
文
募
集

成
人
式
を
迎
え
る
方
の
た
め
、

次
の
要
領
で
作
文
を
募
集
し
ま
す

青
春
の
思
い
出
を
飾
る
ひ
と
こ

ま

と
し
て
是
非
応
募
し
ま
し
よ
う
。

【

目

的

】

の

青
年
の
皆
さ
ん
が
何

を
感
じ

何

を
考
え

て
い
る
か
を
一
般

の
人

々
に
強
く
訴

え
る
こ
と

④
成
人

と
し
て
自

分
の
意
見

を

ま
と
め
人

々
に
は
っ
き
り
伝

え

る
技
術

を
み

が
く
こ
と

。

「

課

題

」

糾
日

本
人
と

し
て
思

う
こ
と

㈹

こ
ん
な
仕
事

に
一
生
を
捧
げ

た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

叫

農
村

に
生
き
る

同
働

き
な
が
ら

学
ぶ
私
の
体
験

㈲
私

の
訴
え

た
い
こ
と

「
応

募
資
格
」

昭

和
二
十
一
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十
二

年
四
月
一
日
ま
で

生

ま
れ
た
方
（
こ

ん
ど
成
人
式

を
迎
え
る
方
で
す
）

学
歴

、
職
業

を
問

い
ま
せ
ん

応
募

希
望
者

は
五

つ
の
課
題
か

ら
一
題

を
選

び
、
四
百
字
詰
原

稿
用

紙
三
枚
以
内

に
意
見
を
ま

と

め
、
十
二
月
二
十
八
日
ま
で

に
国
見
町
役
場
内
国
見
町
教
育

委
員
会

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募

さ
れ

た
方

に
は
記
念
品
を

差

し
上

げ
、
尚
す
ぐ
れ
た
作
品

に
対

し
て

は
表
彰

の
道
を
講
じ

ま
す
。

ご
」
れ
だ
け
は
知
っ
て
か
き
た
い
″

選
挙
運
動
あ
れ
こ
れ
㈹

盻
　

選
挙
運
動
の
た
め
の
文
書

や
図
画

選
挙
運
動
の
た
め
使
用
で

き

る
文
書
図
画
は
「
選
挙
」

の
表
示
印
が
あ
る
通
常
は

が

き
と
、
選
挙
管
理
委
員
会
の

検
印
が
あ
る
ポ
ス

タ
ー
、
そ

れ
に
選
挙
事
務
所
と
か
演
説

会
場
に
掲
げ
る
一
定

の
立
札

看
板
、
ポ
ス
タ
ー
、
ち
よ
う

ち
ん
だ
け
に
限
ら
れ
ま
す
。

チ
ラ

シ
や
ビ
ラ
は
用

い
る
こ

と

が
で
き
ま
せ
ん
。

㈲
　

立
合
演
説

会

立

会
演

説
会
は
、
全
部
の

候

補
者

を
対

象
と
し

て
選
挙

管
理
委
員

が
主
催

す
る
演

説

会
で
国
会

議
員
（
参

議
院
全

国
選

出
議
員

を
除

く
）

と
知

事
の
選
挙

の
際
に
開
か
れ
ま

す
。し

か
し
、
県

お
よ
び
市
の

議
会
議
員
や
市
町
村
長

の
選

挙
の
場
合
で
も
、
そ

の
県

や

市
町
村
の
条
例
で
定
め
れ
ば

立
会
演
説
会
を
開
く
こ

と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

㈲
　

個
人
演
説
会

個
人

演
説
会
は
候
補
者
個

人
が
主
催
す
る
演
説
で
す
。

二

人
以

上
の
候
補
者
が
合
同

し
て
聞

く
こ

と
は
で
き
ま
す

が
、
婦
人
会
や
新
聞
社

な
ど

侯
拙
者
以
外
の
愀
三
者

が
主

催
す

る
こ
と

は
禁

じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

開
艇
回
数
は
国
会
議
員
（

参
議
院

全
国
選

出
議
員
を
除

く
）
）
と
知
事
の
選
挙

に
つ

い
て
制
限

が
あ

る
ほ
か

は
自

由
で
す

。

叫
　

街
頭
演
説

街
頭
演
説
は
、
道

路
や
広

場
、
公
園
な
ど
街
頭
で
行
な

う
候
補
者
の
演
説
で
す

。
こ

の
演
説
は
選
挙
管
理
委
員
会

が
交
付
す
る
「
標
哄

’一
を
掲

げ
た
場
所
以
外
で

は
す

る
こ

と
が
で
き
ず
、
ま
た
午
後
九

時
か
ら
翌
日

の
午
前

六
時

ま

で
は
い
っ
さ
い
で
き

ま
せ

ん

。
演

説
者
は
候
補
者
を
除
い

て
す

べ
て
選
挙
管
理
委
員
会

が
交
付
す

る
「
腕
章
」
を
つ

け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

罔
　

選
挙
公
報

国
会
議
員
と
知
事
に
つ
い

て

は
候
補
者
の
氏
名
、
経
歴

政
見
等
を
掲
載
し
胞
選
挙
公

報
が
、
各
世
帯
に
配
付
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

選
挙
公
報
の
掲
載
文
は
候

補
者
が
書
い
た
原
稿
に
よ
っ

た
も
の
で
す
。

な
お
、
県
会
議
員
お
よ
び

市
町
村
の
議
会
議
員
や
町
長

の
選
挙
に
つ
い
て
も
、
そ
の

県
や
市
町
村
の
条
例
で
定
め

れ
ば
選
挙
公

報
を
発
行
す

る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま

す
。

㈹
　
後
援
団
体
の
活
動

後
援
団
体
と
は
、
特
定
の

候
補
者
（
立
候
補
予
定
者
を

含
む
）
を
支
持
推
せ
ん
す
る

こ
と
が
、
そ
の
政
治
活
動
の

う
ち
の
主
た
る
も
の
と
し
て

い
る
団
体
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。後

援
団
体
に
関
す
る
次
の

よ
う
な
行
為
は
、
一
定
の
期

間
（
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙

に
つ
い
て
は
任
期
満
了
の
日

前
九
〇
日
に
当
た
る
日
か
ら

そ
の
他
の
選
挙
に
つ
い
て
は

選
挙
を
行
な
う
べ
き
事
由
が

生
じ
た
旨
を
、
選
挙
管
理
委

員
会
が
告
示
し
た
日
の
翌
日

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
の

期
日
ま
で
の
聞
）
い
っ
さ
い

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
　
ど
ん
な
名
儀
で
も
、
そ

の
選
挙
区
内
の
選
挙
人
に

対
し
て
寄
付
を
す
る
こ
と

③
　
誰
で
も
後
援
団
体
が
主

催
す
る
集
会
。
見
学
、
旅

行
そ
の
他
の
行
事
に
お
い

て
、
そ
の
選
挙
区
内
の
人

に
対
し
て
ご
ち
そ
う
し
た

り
、
金
や
記
念
品
な
ど
を

与
え
る
こ
と
。

○
　
候
補
者
や
立
候
補
し
よ

う
と
す
る
人
が
、
そ
の
後

援
団
体
に
対
し
て
寄
付
を

す

る
こ
と
。

㈲
　

選
挙

期
日
後
の
あ
い
さ
つ

行
為選

挙
期
日
後

に
当
選
や
落

選
に
つ
い
て

選
挙
大
に
あ

い
さ
つ
す
る
た
め
、
次
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
こ
と

は
何
人
も
で
き

ま
せ

ん
。

①
　

戸
別
訪
問
す

る
こ
と
。

③
　

自
筆
の
信
書
や
祝
辞
等

の
答
礼
の
た
め
の
信
書
以

外
の
文
書
、
図
画
を
領
布

し
た
り
掲
示
す

る
こ
と
。

④
　

新
聞
、
雑
誌
や
放
送
設

備
（

有
線
放
送
の
設
備
も

含
む
）
を
利
用
す
る
こ
と

④
　

当

選
祝
賀
会
な
ど
の
集

会
を
開
催
す
る
こ
と
。

④
　

隊
伍
を
組

ん
で
往
来
す

・
　
る
な
ど
に
よ
っ
て
気
勢
を

張
る
こ
と
Ｏ

④
　

当

選
の
答
礼
の
た
め
当

選
人

の
氏
名
や
政
党
名
を

い
い
歩
る
く
こ
と
Ｏ

明
る
い
社
会
の
担
い
手

成
人
者
名
簿
昭
和
二

十
一
年
四
月
二
日

生
か
ら

昭
和
二

十
二
年
四
月
一
日
生

ま
で

（
小

坂
）
高
橋
勇
　

鴨
田
時
雄

鈴
木

昭
夫
　

佐
藤
久
雄
　

安
藤
約

夫
　

安
藤
仙
三
　

安
藤
正
晴
　

一

条
千
代
子

（

泉
田
）
佐
久
間
民
子
　

宮
崎
寅

年
　

横
山
益
子
　

高
橋
実
　

佐
藤

民
子
　

林

タ
カ
　

佐
藤
実
　

黒
田

勝
夫

（
鳥

取
）
本
田
恒
男

（
内
谷
）
熊
坂
藤
男
　

鴨
田
一
男

熊
坂
初
男

安

藤
庄
一
　
古
内
忠
男

（

山
崎
）
安
孫
子

進
　

斎
藤
衛

黒
田
英
子
　

吉
田
ヤ
ス
子
　

稲
村

信
市
　

牧
野

哲
夫
　

八
島
正
義

根
本

智
恵
子
　

高
橋
栄
子
　

佐
藤

弘
子
　

吾
妻
千

鶴
子
　

安
藤
哲
夫

佐
藤
ヒ
デ
　

高

橋
憲
子
　

八
島
正

美
　

中
村

ヨ
シ
子
　

高
橋

ヨ
シ

阿
部
和
子
　

大

橋
キ
ミ
子

（

藤
田
）
鈴
木

和
子
　

奥

山
さ
ち

子
　

宍
戸

且
郎
　

龝
月
幹
子
　

東

海
林
悠
　

大
竹
達
男
　

羽
根
八
重

子
　

斎
藤
美
奈
子
　

国
分
れ
い
子

花
輪
忠
幸
　

野
地
ア
サ
子
　

新
妻

ト

ヨ
子
　

石
川
喜
代
子
　

根
本
彰

小
西
陽
子
　

本
間
容
子
　

国
井
幸

子
　

往
訪
登
輝
　

武
田
知
子
　

神

津
治
男
　

宗
川

ト
モ
子
　

松
崎
絹

子
　

鈴
木
周
一
　

土
屋
正
己
　

太

田
養
一
　

阿
部
三
枝
子
　

徳
江
喜

三
雄
　

高
橋
政
子
　

玉
木
仁
彦

曳
地
勝
紀
　

引
地
笑
子
　

秦
清
一

古
川

比
司
　

柴
田
利
雄
　

奥
山
潮

石
黒
英
男
　

高
橋
広
　

徳
江
摶
典

佐
藤
美
代
子
　

安
藤
未
治
　

佐
藤

裕
子
　

後
藤
哲
男
　

奥
山
宏
　

吉

田
三
代
子
　

斎

藤
民
子
　

二
宮
礼

子
　

武
田

ナ
ミ
子
　

佐

藤
昭
夫

内
村

ヨ
シ
　

鈴

木
実
　

佐
久
間
利

信
　

佐

藤
イ
ツ
　

中
野

博
子

（
石
母
田

）
八
島
忠
志
　

一
条
清

文
　

菊

地
美
智
子
　

佐

藤
ミ
ツ
子

宍
戸

ミ
イ
　

菊

地
サ
ミ
　

宍
戸
昭

一
　

菊

地
久
治
　

菊
地
洋
　

近

久

さ
き
于

（
森
山

）
佐

久
間
淑
子
　

佐
久
間

（

ル
　

佐

藤
力
　

佐
藤
洋
子
　

渡

辺

幸
子
　

石
川

育
子
　

吉
田
正
秋

寺
島
栄
子

（
徳
江

）
八
巻
茂
子
　

八
巻
昭
夫

八
巻
民
栄
　

斎

藤
正
二
　

斉
藤
賢

一
　

斎

藤
タ
ミ
子
　

小
野
智
義

佐
藤
正
春
　

本

多
富
子
　

大
波
幸

男
　

村
上

雅
子
　

後
藤
栄
子
　

大

波
良
一
　

村
上
知
義
　

村
上
俊
弘

八
巻
芳
子

（
塚
野
目
）
岩
崎

健
一
　

寺
島
勇

夫
　

高
橋
昌
　

菊

地
チ
イ
　

斎
藤

ヨ
シ
　
高

橋
九
美
夫
　

後
藤
ヒ
デ

子
　

高
梨

キ
ヨ
子
　

高
梨
テ
ル
子

佐
久
間
信
治
　

佐

久
間
栄
子
　

佐

久
間
茂
子
　

佐

久
間
た
か
子
　

菊

地
安
司

（
貝
田

）
阿
部

タ
カ
子
　

佐

藤
庄

蔵
　

佐

藤
正
明
　

佐
藤
豊
之
助

大
沼
満
　

佐
藤
則
雄
　

松
田
昌
子

松

Ⅲ
次
雄
　

斎
藤
貞
子
　

高
橋

喜

美
子
　

高
橋
明
仁

（
光
明
寺

）
星
野
ウ

メ
　

遠
藤

ミ

エ
子
　

遠
藤
弘
子
　

遠
藤
則
男

遠

藤
芳
子

（
高
城

‘）
罔
田
セ
ッ
　

ハ
島
修
三

忍
重
夫
　

長
谷
川
正
子
　

高
村
昌

子
　

志
村
登
代
　

吉
川

清
一

（
大
木
戸

）
佐
藤
松
夫
　

渡
部
太

郎
　

谷
津
富
夫
　

松
浦
正
　

松
浦

一
彦
　

松
浦
ヒ
サ
　

後
藤
功
　

菊

地
俊
雄
　

武
田
美
代
　

斎
藤
美
智

子
　

笠
松

ト
ヨ
　

谷
津
春

（
西
大
枝
）
小
林
恵
子
　

後
藤
孝

子
　

松
浦
元
治
　

松
浦
義
勝
　

鈴

木
文
雄
　

野
田
義

弘
　

佐
藤
輝
雄

桜
沢
宏
市
　

玉
手
千
代
子
　

玉

手

忠
二
　

井

砂
善
栄
　

佐
藤
百
合
子

佐
藤
富
枝
　

佐
藤
美
和
子

（
川

内
）
亀
岡
セ
ツ
　

鈴
木
秋
正

方
部
別

集
計
表

方
　

部
　
　
　

男
　
　

女
　
　

計

ふ
　

坂
　
　
　
一
七
　
　
　
五
　

二
三

藤
　

田

．・

三
八
　

四
四
　

八
二

森
江
野
　
　

一
八
　

二
〇
　

＝
天

大
木
戸
　
　

一
八
　

一
七
　

三
五

大
　

枝
　
　
　

九
　
　

七
　

ヱ
（

計
　
　

一
〇
〇

九
三
　
一
九
三

中
学
の
補
習
廃

止
校
の
一
例

中
学
校
の
補
習
授
業
廃
止
に
ふ

み
切
っ
た
と
こ
ろ
が
全
国
的

に
多

く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す

が
、
こ

の
廃
止
を
め
ぐ
っ
て
、
受

験
生
を

持
つ
父
兄
の
あ
い
だ
に
不
安
や
不

満
が
あ
る
よ
う
で
す
。

こ

れ
は
も
う
五
年
前
か
ら
補
習

授
業
を
や
め
て
い
る
名
古
屋
市
の

桜
山
中

学
校
の
ば
あ
い
。

マ
生
徒
た
ち
の
毎
日
の
学
習
態
度

は
「

補
習
が
あ
る
か
ら
…
…
」

と
い
う

い
い
加
減
な
気
持
ち
が

な
く
な
っ
て
、
真
剣
で
、
積
極

的
に
な
っ
た
。

▽
補
習

、
受
験
競
争
で
、
と
く
に

ゆ
が
め
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
友
人

関
係

が
よ
く
な
っ
た
。

マ
自
治
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

Ｖ
先
生
と
生
徒
と
の
接
触
す

る
時

間

が
多
く
な
っ
て
、
人
間
的
な

ふ
れ
あ
い
び
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

父
兄
の
中
に
は
、
補
習
を
特
効
薬

の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
人
も
多
い

よ
う
で
す
が
、
目
先
き
の
こ
と
に

と
ら
わ
れ
ず
、
子
ど
も
の
将
来
を

長
い
目
で
見
る
こ
と

が
大
切
で
し

（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
総
合
テ

レ
ビ

Λ
中
学
時
代
▽
か
ら
）

○

新

年

会

に

は

有

効

な

話

し

合

い

を

し

ま

し

よ

う
（
十

一

月

号

本

紙

記

事

な

ど

参

照
）

く
に
み



ふ
に
お
ち
ぬ
不
起
訴
処
分
に
開
く
窓

検
察
官

に
も
ま
ち
が
い
は
あ
る
汐・

最
近

新
聞
の
社
会
面
な
ど
で
、

検
察

審
売
会
が
事
件
を
職
権
で
取

り
上

げ
た
と
か
、
検
察
庁
が
検
察

審
豈
会

の
勧
告
に
ょ
っ
て
被
疑
者

を
起
訴

し
た
と
い
う
記
事
を
み
か

け

る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「

検
察
審

査
会
」

と
は
ど
の
よ
う
な

制
度
で

し
ょ

う
か
。

詐
欺
、

お
ど
し
、
交

通
事
故
な

ど
、
犯
罪

の
被

害
に
あ
っ
て
、

警

察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
検
察

官

が
そ
の
事
件

を
裁
判

に
か
け
て

く

れ
な
い
。
ど

う
も
な
っ
と
く
で

き

な

い
。
－
－

こ

ん
な
不
満
を
も
っ

て
い
る

か
た
は
い
ま
せ
ん
か
。
こ

ん
な
場
合
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
と

思

い
ま
す

か
。
そ
う
い
う
か
た
は

そ
の
ま

ま
泣

き
寝
入
り

し
な
い
で

検
察
審
査

会
に
相
談
す
れ
ば
よ
い

の
で
す

。
（
検

察
審
査
会
の
事
務

局

は
福
島
市

新
浜
町

一
Ｉ
四
四

福

島
地
方
裁
判

所
内

に
あ
り
ま
す
。

電
話
閇
ニ

ー
五

六
番
　

内
線
二

三

番
）

・
検
察
審

査
会
と
は
、
選
挙
人
名

簿
を
も
と

に
し

て
、
く
じ
で
選
ば

れ

た
民
間
人

の
代

表
者
十
一
人

の

検
察
密
査
員

が
検
察

官
の
し
ご
と

の
や
り
か

た
を
察
査

す
る
た
め
の

制
度
で
す

。

交
通
事
故

を
始

め
、
詐
欺

や
お

ど
し
な

ど
の
犯

罪
が
起
き
た
場
合

犯
人

を
処
罰
す

る
に
は
、
検
察
官

が
事
件
を
裁
判
所
に
起
訴
し
、
裁

判

所
が
こ
れ
を
裁
判
す
る
こ

と
に

な

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
事
件
を
起

訴

す
る
か
ど
う
か
は
臉
蚶
官
に
ま

か
さ
れ
て
い
て
、
起
訴
し
て
も
有

罪

に
す

る
だ
け
の
証
拠
が
な
い
場

合
や
、
証
拠

が
充
分
で
あ
っ
て
も

あ
え
て
被
疑
者
を
処
罰
す
る
必
要

が
な

い
と
考
え
た
場
合
に
は
、
被

疑
者
を
起
訴
し
な
い
こ

と
が
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
り

検
察
官
は
、
公

益
の
代
表

者
と

し
て
常
に
厳
正

公
平

に
仕
事
を
す

る
よ
う
心
か
け
て
い
ま
す
が
、

た

く
さ
ん
の
事
件
を
扱

う
う

ち
に
は

調
べ
が
足
り
な
か
っ
た
り
、
判
断

を
誤
っ
て
起
訴
す
べ
き
事
件

を
不

起
訴
処
分
に
す
る
こ
と

が
な
い
と

は

い
え
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う

に
検

察
官
が
起
訴
す
べ
き
事
件
を
不
起

訴
処
分
に
し
た
場
合

、
こ
れ

を
改

め
さ
せ
る
よ

う
に
す
る
の
が
、
俟

察
審
査
会
の
お
も
な
仕
事
で

す
。

検
察
客
査
会
は
、
そ

の
た
め
に

検
察
官
の
つ
く
つ
た
不
起
訴
記
録

を
調

べ
た
り
、
必
要
に
応

じ
て
証

人
を
呼

ん
だ
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
実
地
見
分
な
ど
も
し
て
議

決
し

ま
す
。
―
そ
の
議
決
を
参
考
に
し

て
、
検
事
正

が
事
件
を
起
訴

す
べ

き
だ
と
考
え
た
と
き
は
、
起
訴
の

手
続
が
と
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
が
活
動
を
は
じ
め

た
の
は
、
昭
和
二
十
四

年
で
す
。

そ
の
後
昭
和
三
十
八
年
末
ま
で
の

十
五
年
間
に
全
国
の
検
察
審
査
会

で
と
り
扱
っ
た
審
査
事
件
は
総
計

二
四
、
四
四
五
件
に
の
ぼ
っ
て
ま

す
。検

察
宗
査
会
で
宗
査
し
た
結
果

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
は
正

し
く

な

い
と
さ
れ

た
も
の
も
棚
当
数
あ

り

ま
す

が
、
こ
れ

に
ょ

っ
て
検
蝠

官

が
あ
ら
た
め
て
起
訴
の
手
続
き

を
と
っ
た
ｉ

の
が
三
一
九
件
あ
り

そ

の
う
ち
二
八
五
件

に
つ
い
て
汁

一
実
の
裁

判
が
な

さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
な
か
に
は
懲
役
八
年

と
か
六
年
と
い
う
重
い
刑

を
い
。‥
い

渡
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
検
穴
ぶ
蚕
査
会
は
、

活
発
な
活
動
を
続
け
、

検
察
官
の

し
ご
と
の
や
り
か
た
に
、
国
民
の

声
を
反
映
さ
せ
て
明

る
く
正
し
く

す
る
の
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る

の
で
す
。

~.-冬 の 衛 生

も
う
Ｉ
度
考
え
て
み
よ
う

風

邪

の

予

防

に

つ

い

て

冬
一
番
多
い
病
気
は
風
邪
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
ひ
と
冬
中
に
一
度

も
風
邪
に
罹
ら
な
い
人
は
な
い
程

で
す
。
こ
の
風
邪
に
ど
う
し
て
罹

る
の
で
し
ょ
う
。
二
、
三
口
暖
か

い
囗
が
続
い
た
後
に
忽
に
寒
く
な

っ
た
と
き
と
か
、
長
い
間
冷
た
い

風
に
吹
か
れ
て
い
た
と
き
と
か
、

又
は
温
い
室
か
ら
急
に
冷
た
い
戸

外
に
出
た
と
き
等
に
預

り
曷
く
、

体
の
抵
抗
力
が
弱
っ
た
と
き
に
風

邪
の
細
菌
を
持
っ
た
人
か
ら
、
咳

や
く
し
ゃ
み
と

Ｉ
諸
に
薗
を
浴
び

る
こ
と
な
ど
が
風
邪
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
風
邪
の
細
菌
は
ま
だ
は

っ
き
り
し
ま
せ

ん
が
、
一
種
の

ヴ

イ

ー
ル

ス
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て

お

り
ま
す
。

こ
の
風
邪
の
場
合
は
、
大
抵
温

く
し
、
安
静
に
し
て
お
れ
ば
数
日

で
ょ
く
な
り
ま
す
が
、
風

邪
ぐ
ら

い
と
思
っ
て
い
る
と
、
気
管
支
炎

や
肺
炎
を
お
こ
す
こ

と
が
あ
り
、

子
供
の
場
合
に
は
耳
に
進
ん
で
中

耳
炎
を
お
こ
す
こ

と
が
よ
く
あ
り

高
熱
後
に
は
充
分
注
意
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
風
邪
に
よ
く
似
た
も
の
に

流
行
性
感
冒
（
は
や
り
か
ぜ
）
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ

ヴ
ィ

ー
ル
ス
と
い
う
極
め
て

小
さ

い
「
ば
い
繭
」
で
、
患
者
の

咳
と

Ｉ
諸
に
飛
び
出
し
、
健
康
な

人

の
鼻
や
口
か
ら
入
っ
て
病
気
を

お
こ
す
で

荼
沫
伝
染
性
の
病
気
で
・

あ
り

ま
す
。
こ
の
感
口

に
羂
る
と

高
節
を
出
し
、
頭
や
腰
の
関
節
が

痛
み
、

鼻
月
が
川
て
時
に
は
｡０
.亶

が
出
た
り
、
腹
痛

や
下
荊
を
お
こ

す
こ
と
が
あ
り

ま
す

。

で
は
風
邪

や
流
感

に
羂
ら
な
い

よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

○
重
症
の
病
人

は
一
室
に
鵬
饂
す

る
こ
と

○
流
行
時
に
は
な
る
べ
く
人

ご
み

を
避
け
る
こ
と

○
人
ご
み
の・
中
や
病
人

に
接
す
る

と
き
は
、
厚

目
の
清
潔
な

マ
ス

ク
を
か
け
る
こ

と

○
外
出
か
ら
帰

っ
た
と
き

は
、
必

ら
ず
「
う
が
い
」

を
し
、
手
を

洗
う
こ
と

○
ふ
だ
ん
か
ら
、
疲

労
を
夕
日

に

持
越
さ
ぬ
よ
う
充

分
休
養
を
と

り
、
栄
養
に
気
を
付
け
、
十
二

分
の
抵
抗
力
を
貯

え
て

お
く
こ

○
又
夏
の
う
ち
か
ら

心
が
げ
て
皮

膚
を
き
た
え
て

お
く
こ

と
も
大

切

で
し
ょ
う
。

（

住

民

課

）

成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

－

社

会
を

明

る
く

す
る
話
－

㈲

一
人
一
人

と
し
て

は
力
の
弱

い

私
た
ち
が
、
平

和
で
文

化
的
新

し

い
日
本
の
前

進
に
あ
ず
か
る
道
は

何
で
し
ょ
う

か
。
特

に
成
人
式

を

迎
え
た
者

と
し
て
考
え
る
べ
き

こ

と
は
？
そ

れ
は
私
達

が
選
挙
権

を

持

つ
た

と
い
う
こ

と
で

す
。
今

ま

で
選
挙

に
つ

い
て
の
醜

い
面

を
あ

ま
り
に
も
多
く
聞

か
さ
れ
て

き
ま

し
た
。
そ
の

た
め
選
挙

と
い
う
も

の
へ
の
不
信

さ
え

生
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
今
こ
う

し
て
成

人
式

を
迎

え
た
私

た
ち
は
、
選
挙

権
を
持

っ

た
の
だ
と
い
５
自

覚
が
で
き
て

く

る
と
、
た
だ
聞

い
て

お
れ
ば
よ
か

っ
た
こ
ろ
に
は
思
い
も

し
な
か
っ

た
責
任
の
重
さ

に
、
身

の
ひ
き
し

ま
る
感

じ
が
し

ま
す
。

と
に
か
く
、
私
た
ち
も
き
び
し

い
選
挙
活
動
の
中
に
殼
を
の
り
入

れ
た
訳
で
す
。
し
か
も
私
た
ち
が

成
長
を
共
に
し
て
い
る
新

し
い
日

本
の
行
方
を
思
う
時
、
今
獲

得
し

た
選
挙
権
の
重
み
が
私
を
ゆ
さ
ぶ

り
ま
す
、
若
い
力
が
持
っ
て

い
る

正
義
感
と
実
行
力
を
私
た
ち
は
、

一
票

｝
票
に
打
ち
こ

ま
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
ま
で
聞
か
さ
れ
た
こ

と
か
ら

考
え

る
と
、
そ
れ
は
い
い
か
げ
ん

な
気
持
で
は
遂
行
で

き
な
い
現
実

の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
私

た
ち
は
や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

愛
す
る
国
日
本
を
す
ば
ら
し
い
国

に
育
て
る
た
め
に
は
、
政
治

か
ら

目
を
そ
ら
す
こ
と
Ｘ

で
き
な
い
か

ら
で
す
。
そ
の
政

治
は
私
た
ち
が

持
つ

Ｉ
票

の
つ
み
か
さ
ね
に
よ
っ

て
決
定
す
る
の
で
す
。

と
い
っ
て
も
、
実
際
に
は
ど
う

行
動
し
て
い
い
の
か
、
ま
だ
不
安

で
不
安
で
し
か
た
な
い
の
が
私
の

実
情
で
す
。
祖
国
日
本
を
愛
す
る

と
い
う
こ
と
が
具
体
的
に
は
ど
う

す
る
こ
と
な
の
か
。
一
票
に
託
す

る
期
待
を
ご
ま
か
さ
れ
な
い
で
打

ち
だ
す
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
の

中
の
現
象
を
ど
う
み
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
の
か
。
私
た
ち
は
学

ば

ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
よ
う
で
す
。

広
い
世
界
に
目
を
み
は
り
耳

を

傾
け
る
と
前
に
の
べ
ま
し
た
が
、

私
が
み
は
っ
た
も
の
が
も
の
の
片

面
で
あ
っ
た
り
、
耳

を
傾
け
た
も

の
が
釣
ら
れ
た
コ
ト
バ
で
あ
っ
た

り
す
る
こ
と
も
多
い
と
思
わ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
新
聞
に
し
た
っ
て

二
つ
の
新
聞
を
比
べ
て
み
る
と
事

件
の
と
り
あ
げ
方
が
ち
が
っ
て
い

る
こ
と
が
、
多
く
み
う
け
ら
れ
ま

す
。
私
を
と
り
ま
い
て
い
る
先
輩

の
話
に
し
た
っ
て
、
Ａ
の
大
の
話

を
聞
い
て
い
る
と
き
は
そ
れ
を
な

る
程
と
思
い
、
Ｂ

の
人

の
話
を
聞

い
て
い
・
る
と
き
は
、
ま
た
そ
れ
を

な

る
程
と
思
い
、
あ
と
で
考
え
て

み
る
と
Ｂ

の
大
と
Ａ
の
大
で
は
正

反

対
の
意
見
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

く
と
い
っ
た
こ
と
が
ち
よ
い
ち
よ

い
あ
り
ま
す
。
知

織
も
経
験
も
浅

い
私
た
ち
な
の
で
す
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ

れ
で

い

い
と
割
り
切
る
こ

と
は
で

き
ま
せ

ん
。
そ
う
し
た
複
雑
な
世

の
中

を

と
に
か
く
、
私
た
ち
は
私
た
ち
な

り
に
何
と
か
見
き
わ
め
て
行

か
ね

ば
、
私
た
ち
は
波
に
も
て

あ
そ

ば

れ
て
い
く
だ
け
な
の
で
す

。
見
き

わ
め
て
い
く
支
柱
に
な
る
も
の
は

何
で
し
ょ
う
か
。

私

の
職
場
の
あ
る
先
輩
が
、
’

「
そ
れ

は
あ
な
た
が
生
ま
れ
た
終

戦
の
時
の
日
本
人
が
何
を
願
っ
た

か
、

あ
な
た
が
育
っ
た
頃

の
日
本

の
荒
土
の
中
で
そ
の
願

い
が
ど
う

は
ぐ
く
ま
れ
て
い
っ
た
か
に
、
常

に
思

い
を
い
た
す
こ
と
だ
Ｊ
と
助

言
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
そ
れ

が
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は

あ
な
た
に
教
え
る
程
理
解
し
て
は

い
な
い
。
し
か
し
、
常
に
そ
こ

に

思
い
を
い
た
す
と
い
う
心
構
え

が

あ
れ
ば
、
た
と
え
ま
ち
が
っ
た
方

向
に
向
っ
た
と
し
て

も
、
す

ぐ
だ

ち
な
お
る
こ

と
が
で
き

る
だ
ろ
う

」
と
自
分
に
い
い
聞

か
せ

る
よ
う

に
つ
ぶ
や
か
れ
ま
し
た
。
今

は
そ

の
コ
ト
バ
を

か
み
し

め
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

（

昭
和
四
〇
年
度
新
有
権
者
感
想

文
募
集
一
等
入
選
作
品
か
ら
）

皇
居
奉
仕
団
か
で
か
け

国
見
町
婦
人
会
連
絡
協
議
会
で

は
こ

ん
ど
皇
居
勤
労
奉
仕
団

を
紅

識
し
、
今
月
十
四
日
か
ら
十

七
日

ま
で
の
四
日
間
、
皇
居
並
び
に
東

宮
御
所
な
ど
の
清
掃
作
業

を
す

る

こ
と
に
な
り
、
十
三
田
夜
茴
田
駅

を
出
発
し
た
。

こ
れ

は
、
昨
年
三
月
汁
一

回
を

実

施
し
て
参
加
者
か
ら
た
い
へ
ん

喜

ば
れ
た
も
の
で
、
今
年
は
わ
た

し
た
ち
も
行
き
た
い
と
の
希
望
が

み

の
り
、
農
作
業

の
き
ま
っ
た
こ

の
時
期
を
え
ら
び
、
大
木
戸

会
長

八
島
ア
キ
さ
ん
を
団
長
と
し
、
鈴

木
主
事
引

卒
の
も
と
に
四

十
二

名

の
一
団
は
出
発
し
た
の
で
あ
る
。

一
行
は
十
四
日
早
朝
到
着
、
毎

日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四

時
ま
で
奉
仕
作
業
に
従
事
し
、
終

っ
て
か
ら
宿
舎
に
帰

る
時
間
等
を

利
用
し
て
国
会
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
公
開
番

組
（

そ
れ
は
私
で
す
）
モ

の
他
中

央
市
場
。
オ
リ

ン
ピ
ッ

ク
施
設
、

国
際
劇
場
、
デ

パ
ー
ト
等
都
内
見

学
を
し
、
更
に
十
八
日
は
箱
根
、

江
の
島
、
鎌
倉
匸

二
浦
半
島
等
の

観
光
を
し
、
十
九
日
朝
帰
着
す
る

予
定
で
あ
る
。
尚
希
望
者
は
東
京

で
別
れ
て
も
よ
い
。
費
用
は
九
、

一
九
〇
円
で
他
に
米
二

升
。
他
の

観
光
旅
行
団
体
に
比
べ
ひ
じ
よ
う

に
格
安
な
の
で
み
ん
な
に
喜
ば
れ

来

年
の
参

加
を
今
か
ら
申
込
ん
で

い
る
人
も
あ
る
始
末
で
あ
る
。
参

加
者
次
の
と
お
り
。

（

小
坂
）

佐
藤
ヤ
ス
イ
　

高
原
キ
ク
イ

佐
藤
キ
ス
　

斎
藤
ア
サ

（

泉
田
）

横
山

サ
キ
　

大
内

フ
ジ
　

佐
藤

ス
イ
　

横
山
キ
サ
　

佐

藤
ヨ
シ

浅
野

イ
ツ
ノ
　

阿

部
ト
ミ
　

遠

藤
イ
チ
　

武
田

ヨ
シ
ノ

（
内
谷
）

新
村
タ
ケ
　

態

坂
イ
シ

（
山
崎
）

高
橋
ア
ヤ
　

高
唱

ク
イ
　

ハ

島

ヨ
、不

（
森
山
）

佐
久
間
サ
ク
　

佐

久
間

マ
サ
ヨ

遠
藤
（

ル
イ
　

佐
藤

タ
キ
イ

（
徳
江
）

八
巻
ア
キ
　

村

上
茂
　

村
上

キ

ヨ
　

村
上
ヨ
オ
子
　

村
上
（

ツ

ヨ
　

実
沢
ア
ヤ
　

蓬
田

ナ
ミ
子

蓬
Ⅲ
静
子
　

徳
江

ト
ミ
エ
　

徳

江

キ
ョ
ノ

（
光
明
寺
）

加
藤
ワ

キ
　
星

野
ツ
ギ
　

遠
膝

リ

ソ
　

渋
谷
キ
ソ

（
高
城

）

八
島

ア
キ
　
ハ

島
マ
サ
　

佐
藤

サ
ダ

（

大
木
戸

）

松

浦
タ
カ
　

松
浦

タ
ツ

合
計
　

四
一
名

宿
舎

は
次
の
と
お
り

十
二
月
十
四
日
よ
り
十
六
日
ま

で
三
日
間
は

東
京
都
文
京
区
向
ヶ
丘
弥

生
町

札
幌
旅
館

電
話
（（

三
）
三

三
三
八
？
九

十
二
月
十
七
日
は

静
岡
県
熱
海
市
本
町

大

湯

旅

館

電

話
（
（

一
）
五

一

七

一

お
と
し
よ
り
の

ま
ご
こ
ろ

国
見
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
で

は
会
員
の
縫
っ
た
ぞ
う
さ
ん
を
集

め
　

こ
れ
を
町
内

の
小
中
学

校
に

寄
付
し
た
。
そ
の
枚
数

つ
ぎ
の
と

お
り
。
な
お
こ
の
ほ
が
各
地
区
老

人
ク
ラ
ブ
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学

校
に
寄
付
し
て
い
る
。

記

小
坂
小
学
皎
へ
　
　
　

四
〇
枚

茴
田
小
学
校
ヘ
　
　

ー
Ｏ
Ｏ
枚

森
汪
野
小
学
校
へ
　
　

五
〇
枚

大
木
戸
小
学
校
へ
　
　

四
五
枚

大
枝
小
学
校
へ
　
　
　

三
三
枚

県
北
中
学
校
ヘ
　
　

ー
四
五
枚

合
計
　
　
　
　
　

四
一
三
枚

単
位
の
基
準

こ
と
し

か
ら
、
尺
貫
法
の
使
用

が
禁
止

に
な
り
、
メ
ー
ト
ル
法
に

す
べ
て
き
り
か

わ
り
ま
し
た
が
、

私
た
ち
が
何
げ
な
く
使
っ
て

い
る

メ
ー
ト
ル
と
か
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い

っ
た
単
位
は
、
何
を
も
と
に
割
り

出
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず

メ
ー

ト
ル
の
ほ
う
。
こ

れ

は
南
極
と
北
極
を
通
っ
て
地
球
を

び
と
ま
わ
り
す
る
円
を
地
球
の
子

午
線

と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
子
午

線
の
長
さ
の
四
千
万
分
の
一

を

Ｉ

メ
ー
ト
ル
と

い
う
の
だ
そ
う
で
す

キ
ロ
グ
ラ

ム
の
ほ
う
は
、
摂
氏

三
・
九
八
糜
の
と
き
の
一
千
立
方

セ
ン
チ
の
純

粋
な
水

の
重
さ
を

Ｉ

キ
ロ
グ
ラ

ム
と
定

め
て
い
ま
す
。

毋
の
力
を

鷲
　

見
　

房
　

于

あ
る
小
学
校
で
低
学
年
の
学
級

委
員
の
選
挙
が
あ

っ
た
と
き
、
一

生
徒
が
キ
ャ
ラ

メ
ル
を
配
っ
て
、

小

さ
な
運
動

を
行

っ
た
と
い
う
事

件
？

が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
母
親

た
ち
は

が
可
愛

い
ら
し
い
話
”
と

し
て
笑
５

だ
け
で
済
ま
し
た
で
あ

ろ
う
か
。
各
自
の
家
庭
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
子
供

た
ち
へ
人
を
選

ぶ

と
き
は
、

も
っ
と
厳
粛
で
、
い
わ

ゆ
る
明

る
く
正

し
い
も
の
で
な
い

と
立
派
な
学
級
委
員
は
選
べ
な
い

と
、
諭

さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
正
し
い
選
び
方
を

教
え
る
力

を
持

つ
母
親
が
、
自
分

だ
も
の
周
囲

に
起

る
大
人
た
ち
の

選
挙
違
反
に
は
比
較
的

に
寛
大
で

あ
り
、
自

主
的
な
行
動
を
も
失
な

い
が
ち
な
の
は
不
思
議
な
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
は
政
治

に
直
結
し

た

家
庭
生
活
と
い
う
認
識

が
う
す
い

た
め
か
、
ま
た
主
権
在
民
の
貴
重

な
一
票
の
権
利
行
使
を
容
易

に
見

逃
し
て
い
る
か
ら
で

は
な
か

ろ
う

か
、
思
え
ば
も
っ
た
い
な
い
話
で

あ
る
Ｏ

生
活
面
で
は
、
い
た
っ
て

緻
密

な
選
択
限
を
持
ち
、

あ
ら
ゆ

る
面

で
潔
癖
な
特
性
を
生
か
し
て
、
世

の
母
親
が
先
づ
呼
び
か
け
て
、
明

る
く
正
し
い
選
挙
の
推
進
の
た
め

に
立
上
っ
た
と
し
た
ら
い
そ

れ
が

次
代

を
担
う
我
が
子
の
た
め
に
と

最
も
立
派
な
綛
を
示
す
た
め
に
と

思
い
立
つ
な
ら
ば
、・
ど
ん
な
に
素

睛
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は

遠
く
迴
か
な
こ
と
で
は
な
く
、
今

か
ら
す
ぐ
手
近
か
に
行
な
え
る
自

信
を
持
つ
べ
き
だ
と
思
う
。

（
私
た
ち
の
広
場
よ
り
）

○

み

ん

な

そ

ろ

つ

て

公

明

選

挙

吼 えろ　政 治肅 正・ク
坪　 井　寅　刀

「
最
近
の
国
民
の
政
治
不
信
の

感
情
は
全
く
ヒ
ド
イ
で
す
ね
。

よ
る

と
さ
わ
る
と

ウ
ツ
プ
ソ
を
睦
い

て
い
ま
す
よ
。
正

に
政
治
家
不
在
時

代
で
す
ね
‥一

「
小
林
覃
、
田
中

彰
治
事
件
は
氷
山

の
一
角
に
す
ぎ
ぬ

と
い
い
ま
す
ね
。

大
衆

は
物
価
商
に

う

め
い
て
い
る
の

に
対
縦
は
な

お
ざ

り

だ
し
、

議
会
費

や
防
術
費
は

ふ
え

る
ば
か
り
、
利

権

あ
さ
り
に
奔
走
す
る
政

治
屋
は

目
に
あ
ま
る
し
全
く
国

民
を
愚

ろ

う

す

る

こ

と

甚

だ

し

で

す

Ｊ

「

一

つ

位

は

い

い

じ

ゃ

な

い

か

武

士

の

情

じ

ゃ

、

と

い

う

Ａ

大

臣

、

Ｂ

総

裁

の

放

言

が

、

若

い

人

た

ち

の

間

に

は

や

っ

て

い

る

よ

う

で

す

が

、

困

っ

た

も

の

で

す

ぃ

「

。（

ノ

コ

ソ

と

は

…

…
…

バ
ナ

ナ

、

ノ

リ

コ

ン

ニ

ャ

ク

、

こ

う

い

う

も

の

も

利

皆

と

つ

な

が

っ

て

い

る

の

で

す

。

全

く

そ

ら

お

そ

ろ

し

い

話

で

す

Ｊ

「

昔

の

政

治

家

は

消

貧

に

廿

ん

じ

た

と

い

う

が

、

今

の

政

治

屋

は

、

国

民

に

先

ん

じ

て

楽

し

み

後

れ

て

憂

え

る

の

で

す

か

ら

い

「

い

や

後

れ

て

な

お

憂

え

ず

じ

ゃ

あ

り

ま

せ

ん

か
（

（

（

Ｊ

「

あ

あ

い

う

迎

中

を

辺

ん

だ

国

民
わ
れ
わ
れ
に
も
頁
任
が
あ
り

ま
す
わ
。
主
権
者
で
あ

る
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
て

い
ま
す

よ
。

主
権
者
不
在
時
代
と
も
い
え
る

で
し
ょ
う
‥一

「
政
治
即
生
活

の
川

解
、
巡
挙

の
重
要
性
を
再
認

識
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
ね
い

「
そ
う
で
す
よ
。
外
国

の
布
権

同
砠
の
よ
う
に
日

常
政
治

を
学

習
し
、
監
視
し
、
進
ん
で

批
判

す

る
よ
う
に
な
ら
な
け

れ
ば
‥」

「
吼
え
ろ
／
、
政

治
譛
正

を
で

す
ね
い

「
全
く
そ
の
と
お
り
で
す
ね
Ｊ

臨
島
県
明
る
く
正

し
い

選
宗
推
進
協
議
丿
長

坪
井
先
生
を
迎
え

政
治
教
室
を
開
く

国
見
町
婦
人
穴
で
は
、
町
の
避

挙
管
理
委
員
会

。（
早
田
盛
会
長
）

や
明

る
く
正
し

い
選
挙
推
進
協
議

会

の
協
力

を
受
け
、
本
月
十
日
午

前
九
時
半

よ
り
政
治
教
室
を
開
い

た
。
県

か
ら
は
特

に
明

る
く
正

し

い
選
挙

推
進
協
議
会
長
の
坪
井
寅

寿
先
生
が
お
い
で

に
な
り
、
「
婦

人

と
政
治

」
に
つ
い
て

わ
か
ｈツ
や

す
い
お
話
が
あ
り
、
午

後
に
は
み

ん
な
で
、
正

し
い
選
乍
の
進

め
方

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。

参
加
者
は
各
方

部
婦
人

会
員

や
学

級
生
等
一
五
〇

名
の
盛
況
で

あ
っ

た
。
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